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専門 １ 必修 2年前期専
門

科目の概要
栄養士実力認定試験は、栄養士の資質向上と学力の均一化を目的に、厚生労働省認可全国栄養士養成施設協会が主催して行われる試験で、栄養士・
管理栄養士養成施設に在学中の者や卒業生が、自分自身の知識・実力を知る機会として実施されています。栄養士履修課程の科目から85題が出題さ
れ、結果はA・B・Cの３段階で評価されます。この授業では、1年次及び2年前期に習得した栄養士に必要な専門基礎科目と専門科目の基礎的内容を
再確認し、不足分野の知識の充足を目指すと同時に物事を科学的に判断する能力も習得すること、建学の精神、社会人基礎力、pisa型学力の発揮し
ていくものとしている。特に、課題を見極める力の向上を図る。

学修内容 到達目標

① 専門基礎科目と専門科目の基礎的内容を再確認し、再
獲得する。
② 専門科目と専門科目の関連性を再確認し、再獲得す
る。
③ 科目ごとに模擬試験を実施し、理解度を向上させる。

① 専門基礎科目と専門科目の基幹的内容と枝葉部分の専
門科目を習得することができる。
② 専門基礎科目と専門科目の関連性から習得不足を認識
し、課題箇所を理解して、再獲得することができる。
③ 科目ごとに実施する模擬試験で60％以上の正解を得る
ことができる。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 栄養士実力認定試験のA判定獲得に向って指示がなくとも、毎日の自学に取り組む。特
に、知識獲得のために、教科書や過去問題を使用して自己学修をする。

働きかけ力

実行力 到達目標を確認し、困難があっても目標を変更せず到達することができる。

考え抜
く力

課題発見力 思い込みや憶測で判断するのではなく、事実に基づいた情報を客観的に整理し、課題を見
極めることができる。

計画力

創造力

習得不足の科目を中心に、期間を決めて学修する自己学修する。計画どおりに進まない時
は計画を見直し、修正ができる。

物事を考える時には固定概念に捉われず、いろいろな方向から考えることができる。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

整理した内容を的確な文章で表現でき、発表の仕方を工夫して表現できる。

グループワークでは、他人の意見には「うなづき」「相づち」等で聞く姿勢ができ、さら
に自分の意見を述べることができる。

遅刻、無断欠席をせず、円滑に授業が進行するようルールを守ることができる。

テキスト及び参考文献

テキスト：栄養士実力認定試験過去問題集（全国栄養士養成施設協会編）

他科目との関連、資格との関連

他学科との関連：公衆衛生学、社会福祉概論、解剖生理学、生化学、食品学、食品衛生学、栄養学、臨床栄養学、栄養
指導論、公衆栄養、調理学、給食管理学

学修上の助言 受講生とのルール

通常の授業とは異なるが、演習問題、過去問題等で正答を
得られなかった該当科目は、教科書や文献、配布プリント
で理解度を高める。不明な点は担当教員に質問をし、課題
を見極めるようにしてください。

演習問題や過去問題については積極的に対応し、提出期限
が求められている課題等は期限内に対応する。
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【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

Ｓ（秀）＝筆記試験正答率90％以上
Ａ(優）＝筆記試験正答率80％以上

Ｂ（良）＝筆記試験正答率70％以上
Ｃ（可）＝筆記試験正答率60％以上

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

① ✓

90

科目ごとに実施する演習問題及び過去問題の正答率で評価する。
実力認定試験用の五択問題を主に出題するが、担当者が作成した問
題では課題箇所の把握と理解、正答理由を記述できる様式で作成
し、特に課題を見極める能力と課題解決が図れるようにする。

② ✓

③ ✓
筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

①

0

②

③小テスト

①

0

②

③レポート

①

0

②

③

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

①

10

（主体性）栄養士実力認定試験対策講座の目的を理解し、進んで取り組みを行うよう努力する。
（実行力）決めた目標に向かって進めることができる。
（課題発見力）思い込みや憶測でなく、事実に基づいて情報を客観的に整理し、課題を見極める
ことができる。
（計画力）現状を分析し、課題を解明し、それらを解決するプロセスを明らかにして準備するこ
とができる。
（創造力）物事を考える時には固定概念に捉われず、いろいろな方向から考えることができる。
（発信力）目標に向かって必要な情報を発信することができ、工夫して効果的に対象者に伝達す
る。
（傾聴力）他人の意見には耳を傾け、さｒに自分の意見を述べることができる。
（規律性）無断欠席はしないこと。欠席した場合は欠席届を提出し、欠席フォローレポートを受
け取り、期限までに提出すること。レポートの提出状況で評価する。

②

③
社会人基礎力
（学修態度）



Ｂ（良）＝筆記試験正答率70％以上
Ｃ（可）＝筆記試験正答率60％以上

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

オリエンテーション
講義・演習（公衆栄
養）
担当：鈴木

講義・演習
グループディスカッ
ション
模擬試験の正答発表や
解説を質疑応答形式で
実施し、フィードバッ
クする。

演習問題や模擬試験の
正答率が60％以上

（復習）公衆栄養学の
過去問題を自己学修
し、苦手な分野を理解
する。
（予習）生化学の過去
問題を自己学修する。

90

主体性
実行力
課題発
見力
発信力
規律性

2

講義・演習（生化学）
担当：横田

講義・演習
グループディスカッ
ション
模擬試験の正答発表や
解説を質疑応答形式で
実施し、フィードバッ
クする。

演習問題や模擬試験の
正答率が60％以上

（復習）生化学の過去
問題を自己学修し、苦
手な分野を理解する。
（予習）栄養学の過去
問題を自己学修する。 90

主体性
実行力
課題発
見力
計画力
発信力
規律性

3

講義・演習（栄養学）
担当：横田

講義・演習
グループディスカッ
ション
模擬試験の正答発表や
解説を質疑応答形式で
実施し、フィードバッ
クする。

演習問題や模擬試験正
答率が60％以上

（復習）栄養学の過去
問題を自己学修し、苦
手な分野を理解する。
（予習）臨床栄養学の
過去問題を自己学修す
る。

90

主体性
実行力
課題発
見力
計画力
傾聴力
規律性

4

講義・演習（臨床栄養
学Ⅰ）
担当：服部

講義・演習
グループディスカッ
ション
模擬試験の正答発表や
解説を質疑応答形式で
実施し、フィードバッ
クする。

演習問題や模擬試験の
正答率が60％以上

（復習）臨床栄養学の
過去問題を自己学修
し、苦手な分野を理解
する。
（予習）調理学の過去
問題を自己学修する。

90

主体性
実行力
課題発
見力
計画力
傾聴力
規律性

5

講義・演習（調理学
Ⅰ）
担当：大津

講義・演習
グループディスカッ
ション
模擬試験の正答発表や
解説を質疑応答形式で
実施し、フィードバッ
クする。

演習問題や模擬試験の
正答率が60％以上

（復習）調理学の過去
問題を自己学修し、苦
手な分野を理解する。
（予習）食品衛生学の
過去問題を自己学修す
る。

90

主体性
実行力
課題発
見力
計画力
傾聴力
規律性

6

講義・演習（食品衛生
学）
担当：鈴木

講義・演習
グループディスカッ
ション
模擬試験の正答発表や
解説を質疑応答形式で
実施し、フィードバッ
クする。

演習問題や模擬試験の
正答率が60％以上

（復習）食品衛生学の
過去問題を自己学修
し、苦手な分野を理解
する。
（予習）公衆衛生学・
社会福祉概論の過去問
題を自己学修する。

90

主体性
実行力
課題発
見力
計画力
発信力
傾聴力
規律性

7

講義・演習（公衆衛
生・社会福祉概論）
担当：ゲスト講師

講義・演習
グループディスカッ
ション
模擬試験の正答発表や
解説を質疑応答形式で
実施し、フィードバッ
クする。

演習問題や模擬試験の
正答率が60％以上

（復習）社会福祉概
論・公衆衛生学の過去
問題を学修し、苦手な
分野を理解する。
（予習）食品学各論の
過去問題を自己学修す
る。

主体性
実行力
課題発
見力
計画力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

講義・演習（食品学各
論）
担当：山本

講義・演習
グループディスカッ
ション
模擬試験の正答発表や
解説を質疑応答形式で
実施し、フィードバッ
クする。

演習問題や模擬試験の
正答率が60％以上

（復習）食品学各論の
過去問題を自己学修
し、苦手な分野を理解
する。
（予習）給食管理論の
過去問題を自己学修す
る。

90

主体性
実行力
課題発
見力
計画力
創造力
傾聴力
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

講義・演習（給食管理
論）
担当：鈴木

講義・演習
グループディスカッ
ション
模擬試験の正答発表や
解説を質疑応答形式で
実施し、フィードバッ
クする。

演習問題や模擬試験の
正答率が60％以上

（復習）給食管理論の
過去問題を自己学修
し、苦手分野を理解す
る。
（予習）臨床栄養学の
過去問題を自己学修す
る。

90

主体性
実行力
課題発
見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

10

講義・演習（臨床栄養
学Ⅱ）
担当：服部

講義・演習
グループディスカッ
ション
模擬試験の正答発表や
解説を質疑応答形式で
実施し、フィードバッ
クする。義・演習

演習問題や模擬試験の
正答率が60％以上

（復習）臨床栄養学の
過去問題を自己学修
し、苦手な分野を理解
する。
（予習）栄養指導論の
過去問題を自己学修す
る。

90

主体性
実行力
課題発
見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

11

講義・演習（栄養指導
論）
担当：熊崎

講義・演習
グループディスカッ
ション
模擬試験の正答発表や
解説を質疑応答形式で
実施し、フィードバッ
クする。

演習問題や模擬試験の
正答率が60％以上

（復習）栄誉指導論の
過去問題を自己学修
し、苦手な分野を理解
する。
（予習）ライフステー
ジ栄養の過去問題を自
己学修する。

90

主体性
実行力
課題発
見力
計画力
創造力
発信力
柔軟性
規律性

12

講義・演習（ライフス
テージ栄養）
担当：熊崎

講義・演習
グループディスカッ
ション
模擬試験の正答発表と
解説を質疑応答形式で
実施し、フィードバッ
クする。

演習問題や模擬試験の
正答率が60％以上

（復習）ライフステー
ジ栄養の過去問題を自
己学修し、苦手な分野
を理解する。
（予習）食品加工学の
過去問題を自己学修す
る。

90

主体性
実行力
課題発
見力
計画力
創造力
発信力
柔軟性
規律性

13

講義・演習（食品加工
学）
担当：山本

講義・演習
グループディスカッ
ション
模擬試験の正答発表と
解説を質疑応答形式で
実施し、フィードバッ
クする。

演習問題や模擬試験の
正答率が60％以上

（復習）食品学各論の
過去問題を自己学修
し、苦手な分野を理解
する。
（予習）調理学の過去
問題を自己学修する。

90

主体性
実行力
課題発
見力
計画力
傾聴力
規律性

14

講義・演習（調理学
Ⅱ）
担当：大津

講義・演習
グループディスカッ
ション
模擬試験の正答発表と
解説を質疑応答形式で
実施し、フィードバッ
クする。

演習問題や模擬試験の
正答率が60％以上

（復習）調理学に過去
問題を自己学修し、苦
手な分野を理解する。
（予習）総合問題の過
去問題を自己学修す
る。

90

主体性
実行力
課題発
見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

講義・演習（総合問
題）
担当：鈴木

講義・演習
グループディスカッ
ション
模擬試験の正答発表と
解説を質疑応答形式で
実施し、フィードバッ
クする。

演習問題や模擬試験の
正答率が60％以上

（復習）総合問題の過
去問題を自己学修し、
苦手な分野を理解す
る。

90

主体性
実行力
課題発
見力
計画力
創造力
傾聴力
規律性


